








研究目的 

 APR-Sc(Acute phase reactants score)の新生児感染症に対する信憑性は高く,臨床的に

その有効性が確認されつつある。しかし,この APR-Sc についても次のような問題点があげ

られる。 

 1)血漿中の APR(Acute phase reactants)は,感染手術侵襲などに反応して有意の上昇を

示すが,その上昇がみられるまでには一定の Response time が必要である。(CRP6～10 時間,

α1 AG および Hp24 時間) 

 2)極小・超未熟児の早発型敗血症では Response time は更におくれる傾向がある。 

  3)生後24時間以内に発症する早発型敗血症ではAPR-Scは False negativeになることが

ある。 

 4)APR-Sc の測定は Immunoplate を使用するので,成績判定が翌日になり緊急時の要求に

応じられない。 

 これらの問題のうち,4)の問題の解決のため Latex 凝集を利用した APR-Sc の迅速判定法

を検討した。 


